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「オラ、東京さ行くけん！」登場人物
佐賀太郎
漫画家になるために東京行きを夢見る若者
父ちゃん
殺し屋をやっている。太郎の東京行き反対。
母ちゃん
父ちゃんとラブラブ。東京行き反対。
1. 太郎は東京さ行く
太郎
「母ちゃん！　おれ、東京行くよ！東京いって、漫画家になるんだ！　」
母ちゃん
「太郎！　靴下は裏返しで洗濯機にいれんしゃんなっていいよるやろうが！　ほら！　母ちゃん知らんけんね！　もう靴下洗わんけんね！　自分で洗わんね！　自分でミキサーでも使ってジュースの如く洗いなさい！　」
太郎
「母ちゃん！　おれ、東京行くって言ってるだろ！　」
母ちゃん
「東京？！　パスポートは持ったね？　」
太郎
「持ってないよ！　」
母ちゃん
「パスポートを持たんで東京いくげな、その根性が恐ろしか～！　よく聞きなさい、太郎。九州を出るにはパスポートがいるんだよ。九州人は九州から出たら生きていけないんだよ！　」
太郎
「母ちゃん、おれ漫画家になりたいんだ。だから東京にいって有名な漫画家の所に弟子入りして漫画家になるんだ！　」
母ちゃん
「靴下洗わんね。」
太郎
「洗うけど！　」
母ちゃん
「お父さん！　ちょっと、お父さーん！　来て―！　」
父ちゃん
「なんだー？　どーしたー？　」
　（お父さんは、アイドルのグッズやポスターを身に着けている。）
母ちゃん
「お父さん！　太郎が東京行くっていいよるとよ！なんとかして！　」
父ちゃん
「東京て、、、パスポートもたんやろうもん。」
太郎
「もってないけど！　」
父ちゃん
「東京にいって何するとか？　ナンパでもしてディスコにでも行くつもりか！　東京は砂漠やぞ砂漠！　」
太郎
「父ちゃん、おれ、漫画家になるんだ！　だから東京に行く！　」
父ちゃん
「漫画家？！　太郎！　俺はお前をそんな子に育てた覚えはない！　」（アイドルグッズを見ながら、）
太郎
「あんたに育てられたんだよ！　」
母ちゃん
「太郎、あんたは将来サッカー選手になるっていいよったろうもん。」
太郎
「それは幼稚園の時の話だろ！　俺はもう２０歳だぞ！　夢だって変わるさ！　漫画家になってたくさんの人に夢を与えたいんだ！　その為に絵も勉強したし、映画もたくさん見たし、いろいろ頑張った！　あとは東京に行けばなんとかなると思うんだ！って聞けよ！　」
母ちゃん
「太郎、座ってよーく聞きなさい。今夜の晩御飯は肉じゃがよ？　」
太郎
「肉じゃがとか関係ねーよ！　」
父ちゃん
「ばかもん！　」

母ちゃん
「お父さん！　グーパンはダメよ、グーパンは！　」

父ちゃん
「ご飯は生産者の方々に感謝して食べんか、とあれほどいいよるやろーが！　あやまりなさい、佐賀牛を生産した佐賀の人と、じゃがいもを生産した北海道の人に謝りなさい！　」
母ちゃん
「ほら、母ちゃんも一緒に謝ってあげるけん。」
太郎
「えー　佐賀と北海道の生産者の皆さん、肉じゃが関係ないとかゆってすいませんでした。反省してまーす。」
母ちゃん
「すいません、この子を許してやって下さい！　悪い子じゃなかとです、悪いことができるような子じゃなかとです！　たまたま！　たまたま、魔が差しただけとですよ！　やめてください、逮捕だけは！　懲役だけはぁあああ！　」

父ちゃん
「ほーら、見なさい。母ちゃんをこげんしたとはお前ぞ！　」

母ちゃん
「なんまんだぶ、なんまんだぶ、はー、ありがたや、ありがたやー。　」

太郎
「母ちゃん、、、いや、いくら父ちゃんが俺を止めても、俺の決心は揺るがないよ！　」
父ちゃん
「そこに座りなさい、そこに座りなさい、太郎！　」

（太郎、しぶしぶ座る。）
父ちゃん
「太郎。父ちゃんと母ちゃんは、一生懸命、お前を育ててきた。雨の日も、風の日も、雪の日も。（といいながら、アニメキャラのポスターを一枚づつ出していく。未来日記の雨流みねね、クラナドの風子、ロザリオとバンパイアの白雪みぞれ。）」
太郎
「それは感謝してるよ。」
父ちゃん
「それでも、お前は東京にいくとか言うとか！　」
太郎
「うん。」

父ちゃん
「しょうがなか。お前には、あの秘密を話すしかなかようやな。」

母ちゃん
「ちょっと、お父さん！　」

父ちゃん
「よか！　ここまで言うなら、太郎には真実を話す！　いいか、太郎。父ちゃんは昔、雪の強い日に一人トボトボと橋をあるいちょった。橋の道路は冬の寒さで凍っとってなぁ。滑りやすそうで危なかった。そこで、父ちゃんはゆっくりゆっくり歩いて橋をわたっていた。あれだけ注意していたのに、父ちゃん足を滑らせてしまって、転んでしまったんだ。アイタタタ、とふと橋の下を見ると、そこにはダンボールが置いてあってなぁ。そのダンボールを一緒に見つめていた女性が母ちゃんです！　（母ちゃんの肩を抱きながら、）」

太郎
「知らねぇよ！　」

父ちゃん
「まぁ、聞け！　この話には続きがあると！　そのダンボールを一緒に見ていてなぁ、若い母ちゃんはこう言ったんだ。


『あのダンボール、誰が捨てたんでしょうね？』


『さぁ、知りませんが気になるなら中を見てみましょうか？』


『いえ、そんなことより寒いから熱燗飲みませんか？』


『そうですね、そこの居酒屋に入りましょう。』


それが母ちゃんとの馴れ初めです！　（母ちゃんの肩を抱きながら。）」

母ちゃん
「あら、やぁだ。お父さん。こんな所に白髪がありますよ。（ブチッ）」

父ちゃん
「あいたぁっ♪　」

太郎
「ダンボール、関係ねぇっ！　」

父ちゃん
「まぁ、そういうワケやけん。東京には行くな。」

母ちゃん
「そうよ、東京には行きんしゃんな。太郎、座ってよーく聞きなさい。今夜の晩御飯は肉じゃがよ？　」

太郎
「父ちゃん、母ちゃん。心配なのはわかるよ。でも、俺は東京で一旗揚げたいんだ！　男として生まれた以上、男として人生に向かって走りたいんだよ！　」

父ちゃん
「なんだとぉ？　若造が知った風な事をいいおって！　」

母ちゃん
「父ちゃん！　納豆を力いっぱい混ぜながら言わんで！　」
父ちゃん
「これば見ろ！　」

母ちゃん
「お父さん！　それは！　」

（そこには目線が引かれているミッキーマウスの肖像画が書かれている。）
太郎
「これは、なんだよ、父ちゃん。」
父ちゃん
「それは、父ちゃんの標的たい。」

太郎
「標的？　」

母ちゃん
「お父さんね、本当の仕事は暗殺者なの。アサシンクリードなの。」

太郎
「えええ？！　知らなかった！　」

父ちゃん
「それは、お前の盲腸手術のお金を工面するために受けた大変難しい仕事やったと。」
母ちゃん
「お父さんはね、
ゴル●１３と並ぶくらいの、世界でも指折りの暗殺者とよ。自慢のお父さん、大好き！　」
父ちゃん
「やー　照れるな―。この時は、パレードが盛んでなかなかこいつに近づけんで苦労したわ。ネズミーランドの電波のお陰で子供や女達は狂ったようになってしまってなぁ。でも、父ちゃんは、正義の為に一人でネズミーランドに通ったんだぞ！　えらいだろう！　」

母ちゃん
「ねぇー　えらいねー　太郎。ネズミーランドこわいねー太郎。お母さん、ネズミーランド行かんでよかったー。」
父ちゃん
「あと、コイツな。」

（そこには目線が引かれているくまのプーさんの肖像画が書かれている。）

父ちゃん
「こいつはなぁ、ツボに入った黄色のドロドロのシャブばっかりやっててなぁ。さらに下半身を出しっぱなしの狂ったやつやったぞ！　」
太郎
「すげーな、父ちゃん。」

父ちゃん
「こいつも、こいつも、暗殺するために後ろに近づくのが難しかった。しかし、生まれたばかりの太郎を思うと勇気が湧いてきてなぁ。」

太郎
「父ちゃん、、、。」

母ちゃん
「それでも行くと？　それでも行ってしまうと？　」

太郎
「、、、。（頷く太郎。）」
父ちゃん
「ばかたれがぁっ！　（太郎を殴る父ちゃん。）」

母ちゃん
「お父さん、ハラパンはだめよ、ハラパンは！　」

太郎
「父ちゃん！　俺の決心は揺るがないよ！　どれだけ殴られても俺は東京に行く！　ネズミーランドには行かない！　」
父ちゃん
「もう、知らん！　勝手にどこへでも行きやがれ！　」
太郎
「父ちゃん、、、行ってくる！　」

母ちゃん
「太郎！　座ってよーく聞きなさい。今夜の晩御飯は　」

太郎
「肉じゃがだろ！　」

母ちゃん
「太郎。ほら、太郎。これ持っていかんね。母ちゃんのへそくりよ。（豚の貯金箱。）」
太郎
「母ちゃん、、、。」
父ちゃん
「そげんと、やらんでよか！　（豚の貯金箱を奪い取る。）」
母ちゃん
「お父さん！　」
（父ちゃん、太郎に見られないように一万円を豚の貯金箱にいれる。）
母ちゃん
「お父さん！　」
父ちゃん
「ううむ、、、。」
（母ちゃん、豚の貯金箱を父ちゃんから奪い取って太郎に渡す。）
母ちゃん
「お金は大事にするんだよ。」
太郎
「ありがとう、母ちゃん。じゃあ、行ってくるよ、父ちゃん！俺ビッグになって帰ってくる！　」
母ちゃん
「太郎！生水は飲むんじゃなかよ！　」
（太郎、走り去る。）
母ちゃん
「お父さん、太郎行ってしまうよ！　いいとね？　」
父ちゃん
「知らん！　」
母ちゃん
「あんなハイカラな東京に一人で出かけて行って、アタシは心配だよ。お父さん！　」
父ちゃん
「どっかで野垂れ死にせんならよかたい。」
母ちゃん
「、、、お父さん！　パスポート！太郎、パスポート持っていっとらんばい！　」
父ちゃん
「な、なんて？！　母ちゃん、軽トラで太郎を追いかけるぞ！　」
母ちゃん
「はいきた！　」
（父ちゃん、母ちゃん、太郎の名前を叫びながら退　場。）
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